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大阪市立自然史博物館 第 56 回特別展 

 「学芸員のおしごと −集める・調べる・伝える−」 

【追加決定！関連イベント「学芸員・研究者になりたい方向け相談会」開催のお知らせ】 

 

「博物館の中の人は、いつも何してるの？」学芸員のおしごとをご紹介 

 

大阪市立自然史博物館では、令和 7 年 11 月 1 日（土）から令和 8

年 2 月 1 日（日）までの期間、特別展「学芸員のおしごと −集める・

調べる・伝える−」を開催します。 

◇ 

博物館では「学芸員」と呼ばれる人たちが働いています。学芸員は

博物館で来館者が見学する展示の企画・作製だけでなく、標本の収

集・管理や標本等を用いた研究を行っています。とはいえ、博物館を

支えている学芸員が具体的にどのような仕事を行っているのかはあ

まり知られていません。 

この特別展では、博物館が取り扱う「標本」に着目し、学芸員が標

本をどのように収集・管理し、研究を行い、社会に伝えているかを紹

介します。展示を通して学芸員のお仕事を知ることで、博物館によ

り興味を持ってもらえることを期待しています。 

また、毎年博物館の本館で開催している「ジュニア自由研究・標

本ギャラリー」を同特別展の会場内で同時開催します。 

 

今回は追加決定した関連イベント「学芸員・研究者になりたい方向け相談会」の開催についてご紹介い

たします。詳細は次ページをご覧ください→ 

 

 

特別展の詳細は特別展 HP にてご紹介しています。 https://omnh.jp/tokuten/2025oshigoto/ 

博物館公式 SNS でも関連情報や展示準備の様子など様々な情報をお伝えしています。 

 

 

 

 

同時資料提供 
大阪科学・大学記者クラブ 
大阪教育記者クラブ 
南大阪記者クラブ 
関西レジャー記者クラブ 

報道発表資料 

[1]チラシビジュアル 

特別展 HP 博物館公式 
Instagram 

特別展 X 



 

 

■特別展関連行事「学芸員・研究者になりたい方向け相談会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学芸員になりたいという方向けに、特別展会場内にある「学芸員席」で相談会を実施します。 

学芸員になったきっかけや、日々の仕事のこと、大学での関連分野の勉強や学芸員課程のこと、自

然史分野の勉強など、皆さんの質問にお答えします。 

学芸員になりたい高校生や大学生・大学院生はもちろん、学芸員という職業に興味のある小学生か

ら社会人の方までご来場をお待ちしております。 

 

 

【日 時】１月 17 日（土）、１月 18 日（日）、１月 31 日（土）、２月１日（日） 

各日 10：00～16：00 

【場 所】大阪市立自然史博物館 ネイチャーホール（花と緑と自然の情報センター２階） 

      特別展「学芸員のおしごと」会場内 

【参 加 費】無料（ただし特別展観覧料が必要です） 

【窓口担当】１月 17 日（土）石田 学芸員（動物研究室） 

      １月 18 日（日）中条 学芸員（第四紀研究室） 

      １月 31 日（土）長谷川 学芸員（植物研究室） 

      ２月１日（日）佐久間 学芸員（植物研究室） 

      ※他分野の学芸員も対応可能です。 

【申 込 み】不要です。会場に直接お越しください。 

【そ の 他】状況により、待ち時間が発生する可能性がございます。ご了承ください。 

 

関連イベント 

実施日には受付横の席に担当学芸員が座って質問にお答えします。 



 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展示の様子 



 

 

１．名 称  第 56 回特別展「学芸員のおしごと −集める・調べる・伝える−」 

  （英題：Curators at work - collecting, researching, communicating） 

 

２．主 催  大阪市立自然史博物館 

 

３．会 期  令和 7 年 11 月 1 日（土）～令和 8 年 2 月 1 日（日） 

 

４．開館時間  9：30～16：30（入館は 16：00 まで）  

 

５．休 館 日 月曜日（ただし、月曜日が休日の場合はその翌平日） 

 

６．会 場  大阪市立自然史博物館 ネイチャーホール（花と緑と自然の情報センター2階） 

〒546-0034 大阪市東住吉区長居公園1-23  

TEL：06-6697-6221 FAX：06-6697-6225  

HP：https://www.omnh.jp/ 

地下鉄Osaka Metro御堂筋線「長居」駅下車３号出口・東へ約800ｍ 

JR 阪和線「長居」駅下車東出口・東へ約 1 ㎞ 

 

７．観 覧 料  大人500円、高校生・大学生 300円 

期間内特別展フリーパス 大人 1000円、高校生・大学生 600円 

※本館（常設展）とのセット券は、大人 700円、高校生・大学生 400円。 

※中学生以下、障がい者手帳など持参者（介護者1名を含む）、大阪市内在住の65歳

以上の方は無料（要証明）。30人以上の団体割引あり。 

※本館（常設展）、長居植物園への入場は別途料金が必要です（セット券を除く）。 

 

８．後 援  大阪府教育委員会、大阪市教育委員会 

 

９．特別展 HP https://omnh.jp/tokuten/2025oshigoto 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開催概要 



 

 

１．はじめに：学芸員のおしごと 

博物館で働く「学芸員」とはどんな仕事をしているのか。その概要を紹介します。 

 

２．まずは「集めよう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．新しく博物館に来た標本 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．標本を「守る」 

 

 

 

 

 

 

展示構成と主な展示 

[3] ケンサキイカの液浸標本 [2] チョウの仲間の乾燥標本 

[4] 地学標本（アンモナイト化石） [5] 地学標本（岩石・和泉層群の礫岩） [6] 堀勝氏の蔵書 

[8] ハネカクシ科を中心に研究され

た林靖彦氏の約 7 万点の甲虫コレク

ション 

[7] ニタリクジラの頭骨 

博物館学芸員の重要な仕事の一つに、「標本の

収集」があります。「標本」とは何か、標本収集の

意義とは何か、どのようなものを、どのようにし

て集めるのかを紹介します。 

博物館には学芸員によって収集され

た標本に加え、プロ・アマチュア問わず

研究者や市民等から寄贈を受け、コレク

ションとして加わった標本が多くあり

ます。主に 2022 年以降に当館で収集・

寄贈された標本を展示し、その標本の意

義と博物館での資料収集活動について

紹介します。 

[9] 昆虫や動物の標本を食べてしま

うカツオブシムシの幼虫 

標本は適正な温度・湿度管理、保存処理、整理作業を行わないと、そ

の標本が損なわれたり、利用できない状態になります。標本を守り、

永劫的に活用していくためには、学芸員による日頃からの標本管理が

必要です。標本を管理する収蔵庫とはどのような場所か、そして標本

を利活用するためにどのような管理が行われているかを紹介します。 



５．標本を「調べる」 

 

 

 

 

 

 

 

６．みんなに「見せる」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７．博物館をとびだして 

 

 

 

 

 

 

 

８．学芸員が伝えたいこと 

 標本の収集や保管、展示、普及教育を通じて学芸員が伝えたいものは何なのでしょうか。標本を未来に残

す意味と博物館の存在意義を示し、この展示会のまとめとします。 

[10] ヤチスギランのさく葉標本 

[15] 市民科学による地域自然誌の解明 

[11] アカウミガメの交連骨格標本 

 

[12] アカウミガメの 

バラバラの標本 

[13] 触察用地形模型（室戸岬） 

 

[14] 触察用地形模型 

（羊蹄山、洞爺湖、有珠山） 

 

標本はただ収蔵庫に保管されるだけのものではなく、多くの人

に利活用されることでその価値が高まります。収蔵庫に保管され

ている標本はどのように活用されるのか、標本を活用した様々な

研究を紹介し、研究資料としての標本の意義を考えます。 

自然史博物館の活動は、博物館での標本収集や展示だけにと

どまるものだけではなく、野外での観察会や友の会活動、同好

の人たちが集まるサークル活動など、その活動の輪はさらに広

がっていきます。市民と共に進む自然史博物館の活動を紹介し

ます。 

学芸員の仕事でもっともわかりやすいの

は展示の企画・作製です。博物館の展示はど

のように作られるのか、そして展示を作る

際に学芸員が注意している点などを紹介し

ます。また、標本や展示のデジタル化につい

ても紹介します。 



 

 

掲載の画像①～⑮は広報用画像として提供いたします。ご希望の場合は、「広報用画像申込書」にて当館広報

担当までお申込みください。 

 

①  

 

② ③ 

 

 

 

 

 

④ ⑤ ⑥ 
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⑬ ⑭ ⑮ 

 

 

 

広報用画像一覧 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別展「学芸員のおしごと −集める・調べる・伝える−」 

広 報 用 画 像 申 込 書 
 
＜画像使用に際してのお願い＞ 

・ご希望の画像に○印をつけ、下記にご記入のうえ、ご返信ください。 

・画像は本展広報目的での使用に限ります。使用可能期間は本展会期終了（令和 8 年 2 月 1 日(日)）までと

なります。使用後は、データを破棄してください。 

・掲載記事・番組内容については、基本情報確認のため、ゲラ刷り・原稿の段階で総務課広報宛まで FAX ま

たはメールをお送りください。また、掲載媒体を１部、総務課宛にお送り下さい。 

 

No. 画像名 No. 画像名 

1 チラシビジュアル 2 チョウの仲間の乾燥標本 

3 ケンサキイカの液浸標本 4 地学標本（アンモナイト化石） 

5 地学標本（岩石・和泉層群の礫岩） 6 堀勝氏の蔵書 

7 ニタリクジラの頭骨 8 
ハネカクシ科を中心に研究された林靖彦氏の約7万

点の甲虫コレクション 

9 
昆虫や動物の標本を食べてしまうカツオブシムシ

の幼虫 
10 ヤチスギランのさく葉標本 

11 アカウミガメの交連骨格標本 12 アカウミガメのバラバラの標本 

13 触察用地形模型（室戸岬） 14 触察用地形模型（羊蹄山、洞爺湖、有珠山） 

15 市民科学による地域自然誌の解明 

 
 

貴社名・媒体名  

掲載・放送予定日  

所属部署／ご担当者名  

ご住所 〒 

連絡先 
電話：             ＦＡＸ： 
メール： 

 

ＦＡＸ：０６−６６９７−６２２５ 

メール： shizenshikoho@ocm.osaka 

 

送信先：大阪市立自然史博物館 

総務課 広報 宛 

TEL.06-6697-6222  FAX.06-6697-6225 

〒546-0034 大阪市東住吉区長居公園 1-23 



 

 

 
 

特別展「学芸員のおしごと −集める・調べる・伝える−」 

取材申請・招待券 申込書 
 

会期中、会場内における取材を希望される方は、下記該当箇所をご記入の上、原則、取
材の３日前までにＦＡＸにてお送りください。なお撮影時間につきましては、会場の混雑
状況などにより、事前に調整させていただく場合がございます。あらかじめご了承くださ
い。 
また、貴媒体内での読者・視聴者プレゼントに限り、特別展の招待券を１０組２０名様

分、ご提供させていただきます。なお、掲載媒体を１部（掲載紙・誌、ＣＤ−ＲＯＭ、ＤＶ
Ｄ−ＲＯＭなど）お送りいただき、それと引き換えに招待券をお送りさせていただいてお
ります。 

 

貴社名 
 
 

媒体名 
 
 

所属部署／ご担当者名 
 
 

取材日時 
令和   年   月   日（  ） 

：     ～     ： 

人数（カメラ含む）  

ご住所 
〒 
 

ご連絡先 
電話：              ＦＡＸ： 
メール： 

掲載記事・放送番組名  

掲載日（発行日） 
放送日時 

 

招待券 希望する   ・   希望しない 

 

 

ＦＡＸ：０６−６６９７−６２２５ 

メール： shizenshikoho@ocm.osaka 

 

送信先：大阪市立自然史博物館 

総務課 広報 宛 

TEL.06-6697-6222  FAX.06-6697-6225 

〒546-0034 大阪市東住吉区長居公園 1-23 


